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「なこーど」の就農支援のイメージ

「
な
こ
ー
ど
」
が

　
　
　
農
業
の
後
継
者
を
紹
介　

　

愛
東
地
区
は
、
昭
和
50
年

代
に
ナ
シ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果

樹
の
生
産
振
興
が
始
ま
り
、
今

で
は
県
内
有
数
の
果
樹
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時

代
と
と
も
に
生
産
者
の
高
齢
化

が
進
み
、
後
継
者
不
足
が
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
の
ま
ち
エ
コ

倶
楽
部
」
は
、
資
源
循
環
型
の
社

会
づ
く
り
を
目
指
す
団
体
で
、
こ

れ
ま
で
地
域
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
愛
東
地
区
を
中
心
に
ナ
シ
や

ブ
ド
ウ
づ
く
り
、
米
づ
く
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
、
真
剣
に
就
農
を
考

え
る
人
も
い
た
た
め
、
高
齢
化
に

よ
り
廃
業
を
検
討
し
て
い
た
果
樹

農
家
の
園
地
と
結
び
付
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
活
動
を

開
始
。
平
成
23
年
に
１
人
目
が
ナ

シ
農
家
か
ら
果
樹
園
を
継
承
さ
れ

て
以
降
、
ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
、
メ

ロ
ン
、
有
機
野
菜
な
ど
、
７
人

の
新
規
就
農
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
に
は
、
愛
の
ま
ち

エ
コ
倶
楽
部
の
ほ
か
、
地
元
生

産
者
や
あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
す
る

一
般
社
団
法
人
愛
の
田ま

ち園
振
興

公
社
、
湖
東
農
業
協
同
組
合
、

滋
賀
県
、
東
近
江
市
、
東
近
江

市
農
業
委
員
会
が
連
携
し
、
東

近
江
市
愛
東
・
湖
東
地
域
新
規

就
農
促
進
協
議
会
（
通
称
「
な

こ
ー
ど
」）
を
設
立
。
そ
れ
ぞ
れ

が
力
を
合
わ
せ
て
就
農
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
果
樹
の

技
術
研
修
や
農
地
の
紹
介
の
ほ

か
に
も
、
空
き
家
の
紹
介
、
就

農
見
学
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
、

取
組
内
容
は
年
々
充
実
し
て
き

て
い
ま
す
。

「
園
バ
ン
ク
」
に
登
録
を

　
「
な
こ
ー
ど
」
で
は
、
農
家
の

果
樹
園
や
園
芸
施
設
な
ど
の
所
有

物
件
、
求
め
る
後
継
者
の
条
件
な

ど
の
情
報
を
登
録
し
、
就
農
希
望

者
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
双
方
の

希
望
を
考
慮
し
な
が
ら
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
シ
ス
テ
ム
「
園
バ
ン
ク
」

の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
離
農
者
に
と
っ
て
愛

着
の
あ
る
園
地
や
施
設
を
継
承
し

て
く
れ
る
人
が
見
つ
か
り
、
就
農

者
に
と
っ
て
は
、
就
農
時
の
初
期

費
用
が
抑
え
ら
れ
、
地
域
に
な
じ

み
や
す
く
な
る
な
ど
、
お
互
い
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
で
す
。　

■記号の説明・・・ ＝日時　 ＝場所　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用

　　　　　　　　　 ＝申込み　 ＝問合せ　 ＝ IP電話　 ＝ファクス

自信を持って「愛東メロン」を
名乗れるように
遠藤優介さん・真野さん夫妻（前）と
上岸本温室組合長  中﨑浩一さん（後）
　
　京都市出身の遠藤さん夫妻は、「な
こーど」に相談する中で、メロン栽培
に興味を持ち、本市へ移住しました。
半年間の研修を受けて１月から上岸本
温室組合の一員として本格的にメロン
づくりを始めました。「『なこーど』や組
合員の皆さんが親身になって相談にの
り、指導してくださるので本当に心強い
です。自信を持って名乗れる『愛東メロ
ン』が作れるよう日々努力します」と
遠藤さん夫妻は力強く話します。

ワインづくりも始めました
漆﨑厚史さん（右下）と植田義雄さん・
恒子さん夫妻（左下）、松𠮷清助さん・
知津子さん夫妻（上）

　旧八日市市出身で大阪市に住んでい
た漆﨑さんは、愛のまちエコ倶楽部の
紹介で、植田さんにブドウづくりを一か
ら習いました。その後、廃園しようとし
ていた松𠮷さんからブドウ農園を受け
継いで家族とともに愛東地区へ移住。
就農して６年が経ちました。「今年は念
願のワインも作ることができました」と
話す漆﨑さん。今後はブドウづくりか
らワインの製造、販売までを手掛けて
いきたいと挑戦は続きます。

ベテランの技術と若い力を融合さ
せ、農業の活性化を支援します
就農支援機関「なこーど」の皆さん

　
　関係機関が連携して就農者を応援す
る「なこーど」。会長を務める愛の田園
振興公社専務理事の藤関明雄さんは、
「『園バンク』の取組を農家の皆さんに
広めていき、登録を増やし、ベテラン
の技術と新規就農者の若い力が融合し
て、農業がますます活性化するよう支
援します。また、就農による移住者が
増えることで地域が盛り上がり、特産
の知名度向上にもつなげたいです」と
意気込みを話します。

　各地で農業の後継者不足が課題となっている一方で、都市部から移住して農業をしたいという若者が増えて
います。市内でも地域に受け入れられ、皆さんとともに農業をする移住者が増えてきました。
　今回は大切な農地を次世代に引き継ぐための愛東地区・湖東地区での就農支援の取組について紹介します。

農業水産課　☎0748-24-5660　 050-5801-5660　 0748-23-8291

農
業
の
担
い
手
に
つ
い
て

　
　
　
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う　

　

８
，４
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

い
う
近
畿
最
大
の
耕
地
面
積
を

有
す
る
本
市
に
と
っ
て
、
農
業

は
基
幹
産
業
で
あ
り
、
後
継
者

を
育
成
し
、
農
業
を
継
承
し
て

い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
新
た
に
就
農
を
考

え
る
人
に
対
し
て
、
技
術
の
習

得
、
農
地
や
住
ま
い
の
確
保
な

ど
を
一
貫
し
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
就
農
に
よ
る
定
住
移

住
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
「
園
バ
ン
ク
」
の

活
動
を
市
内
全
域
に
広
げ
、
市

内
外
の
就
農
希
望
者
へ
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
外
か
ら
の
新
し
い
力
を

迎
え
よ
う
と
お
考
え
の
農
家
や

集
落
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
農
業

水
産
課
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。　
　水田野菜の生産

拡大を支援します
　水田野菜の生産拡大に
挑戦する人へ10アールあた
り最大で８万円の補助を行
います。詳しくは農業水産
課へ問い合わせてください。

TOPIC 

PICK
UP

農
業
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む

　
　     
～
新
規
就
農
者
を
応
援
し
よ
う
～

①相談・登録

相談

②面談

③マッチング
　（事業継承）

移住・就農

①相談・登録
　後継者を探すことが難しい場　
合に「なこーど」へ相談。貸出可
能な農地、農業用ハウスなどと、
後継者として希望する人の条件を
「園バンク」に登録します。

②面談
　条件が合いそうな就農希望者　
との相談を設定します。
③マッチング（事業継承）
　話し合いを重ね双方が合意す
れば、事業継承の契約をお手伝
いします。

後継者のいない農家・集落

移住・就農希望者

なこーど


